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第 1 章 『dentsu Japan AI センター』の誕生：AI ネイティブ化に向

けた戦略的必然性 

 

2025 年 7 月 7 日、国内電通グループは、広告業界の構造変革を象徴する極めて重要な

発表を行った 1。それは、グループ主要 5 社（電通、電通デジタル、電通総研、セプテ

ーニ・ホールディングス、イグニション・ポイント）から約 1,000 名の専門人財を結

集し、グループ横断の新組織『dentsu Japan AI センター』を発足させるというものだ 
3。この動きは、単なる組織再編ではなく、同グループが自らを「AI ネイティブカンパ

ニー」へと進化させるという固い決意表明に他ならない。 

 

「AI ネイティブカンパニー」ビジョンの解体 

 

「AI ネイティブカンパニー」というビジョンは、単なる時流に乗ったキャッチフレー

ズではない 1。それは、AI を単なる業務効率化の「ツール」として捉えるのではなく、

事業運営の根幹をなす「OS」として組み込み、社内業務から顧客向けのクリエイティ

ブ制作に至るまで、あらゆるプロセスを AI によって拡張・最適化する未来像を示す。

このビジョンは、部門ごとに分散していた AI への取り組みを、経営層から現場まで一

体となって推進する「センター・オブ・エクセレンス（CoE）」としての AI センター

設立によって、具体的な実行フェーズへと移行した 3。この大規模なリソース集約と中

央集権的な組織体制は、AI を単に導入するのではなく、企業文化と事業モデルそのも

のを AI を前提として再構築するという、電通の強い意志の表れである。これは、これ

までのサービス提供型ビジネスから、テクノロジーを核としたソリューションパートナ

ーへと変貌を遂げるための、攻めの構造改革と言える。 

 



「AI For Growth 」戦略の具現化 

 

この AI センターは、以前より同グループが掲げてきた独自の AI 戦略「AI For 
Growth」を具現化する実行部隊と位置づけられる 7。「“人間の知（=Intelligence）”と
“AI の知”の掛け合わせ」によって顧客と社会の成長に貢献するという理念は、このセ

ンターを通じて初めて、1,000 人規模の具体的な組織と機能を得た 7。さらに、最近発

表された「AI For Growth 2.0」へのアップデートは、この動きをさらに加速させるもの

であり、AI センターはその中核エンジンとしての役割を担う 10。 

 

業界全体の地殻変動への応答 

 

この戦略的決断の背景には、マーケティング業界が直面する不可逆的な地殻変動があ

る。 

第一に、「効率化」という至上命題である。世界中のマーケターが、AI 活用によって

週平均 5 時間以上の時間を節約し、コンテンツの品質と提供速度を劇的に向上させて

いると報告している 12。AI を導入できない企業は、価格競争力とスピードの両面で市

場から取り残されるリスクに直面している。 

第二に、「パーソナライゼーション」への強い要求だ。消費者は、個々のニーズを予測

した、高度に最適化された体験を期待している 13。ある調査では、消費者の 71%が「ニ

ーズを予測した適切なオファー」を望む一方で、それを提供できているブランドは

34%に過ぎず、期待と現実の間に大きなギャップが存在する 13。AI センターは、この

ギャップを埋めるための強力な武器をクライアントに提供することを目指す。 

そして第三に、広告代理店の「ビジネスモデルそのものの変革」である。AI は定型業

務を自動化し、広告主の予算配分を変え、従来の代理店ビジネスの根幹を揺るがし始め

ている 15。電通の AI センター設立は、こうした脅威に対し、テクノロジーとコンサル

ティングを軸とした、より高付加価値なビジネスモデルへと舵を切るための戦略的ピボ

ットなのである。 

この文脈において、電通の動きは、単に広告という領域に留まらない。AI センターが

「経営、事業開発、人事、営業など、顧客のバリューチェーンのあらゆる領域」におけ

る変革支援を掲げている点は特に注目に値する 4。これは、伝統的な広告代理店の役割



を大きく逸脱し、アクセンチュアに代表されるグローバルな総合コンサルティングファ

ームが主戦場としてきた「全社的デジタルトランスフォーメーション」の領域への本格

的な参入を意味する。AI を戦略的な突破口として、クライアントの事業変革全体の予

算獲得を目指すという野心的な狙いが透けて見える。 

 

第 2 章 組織構造の深層分析：電通の AI エンジンを構成する 6 つの

柱 

 

「dentsu J apan AI センター」の真価は、その包括的な組織構造にある。6 つの専門ユ

ニットが相互に連携し、社内改革からクライアントへの価値提供まで、一気通貫の AI
エコシステムを形成している 6。この設計思想は、単なる機能の寄せ集めではなく、戦

略的な意図に基づいたアーキテクチャである。 

各ユニットの役割と貢献を以下の表にまとめる。 

 

ユニット名 中核的使命 主要な活動・成

果物 
主な受益者 「AI ネイティ

ブ」化への戦略

的貢献 

AI 業務効率化ユ

ニット 
グループ内の生

産性向上と業務

効率化の推進 

社内向け AI ツー

ルの開発・導

入、全社員の AI
スキル向上支

援、日常業務へ

の AI 浸透 4 

内部 社内業務を AI 化
することで、ノ

ウハウを蓄積

し、対外的な説

得力を担保する

基盤を構築す

る。 

AI マーケティン

グ＆クリエイテ

ィブ高度化ユニ

ット 

人と AI の掛け算

によるマーケテ

ィングとクリエ

イティブの全プ

ロセスの高度化 

顧客成長に資す

る AI ソリューシ

ョン・ツールの

開発と実践、次

世代マーケティ

ングの研究 18 

外部 広告代理店とし

てのコア業務を

AI で進化させ、

既存事業の競争

力を強化する。 

統合マーケティ 複数の AI アプリ 先進的な AI エー 内部・外部 分断された AI ツ



ング AI エージ

ェント開発ユニ

ット 

を統合・連携さ

せる「統合マー

ケティング AI エ
ージェント」の

開発 

ジェント技術の

研究開発、社内

外への AI エージ

ェント提供 4 

ール群を統合す

るプラットフォ

ームを構築し、

将来的な SaaS
事業化の核とな

る技術を開発す

る。 

AI・データイン

フラ強化ユニッ

ト 

独自のデータ基

盤「People 
Model」を核と

した AI データイ

ンフラの強化・

拡充 

1 億人規模の AI
ペルソナ

「People 
Model」の強

化、AI 活用基盤

の整備 18 

内部・外部 競合他社が模倣

困難な独自のデ

ータ資産を構築

し、全ての AI 活
用の源泉となる

競争優位性を確

立する。 

AI マーケティン

グトランスフォ

ーメーション

（AIMX）ユニ

ット 

顧客のマーケテ

ィング業務にお

ける AI 変革の伴

走支援 

業務コンサルテ

ィング、戦略策

定、AI エージェ

ントの開発・導

入支援 18 

外部 マーケティング

領域に特化した

高付加価値コン

サルティングサ

ービスを提供す

る。 

AI トランスフォ

ーメーションユ

ニット 

顧客のバリュー

チェーン全域に

おける AI 変革の

支援 

経営・人事・営

業など非マーケ

ティング領域の

AI エージェント

開発・導入、AI
組織・文化変革

支援 4 

外部 企業の経営層

（C スイート）

を対象とした全

社的な事業変革

コンサルティン

グを展開し、事

業領域を拡大す

る。 

この組織構造から、電通の緻密な二段階戦略が読み取れる。まず、「AI 業務効率化ユ

ニット」が自社の業務を実験場として AI ツールやプロセスを徹底的に検証・洗練させ

る 1。ここで得られた知見や成功事例、そして実証済みのツール群は、そのまま「統合

マーケティング AI エージェント開発ユニット」や各トランスフォーメーションユニッ

トを通じて、クライアント向けのサービスとして商品化される 5。この「自らが実践

し、その成果を売る」というモデルは、クライアントに対する提案の信頼性を飛躍的に

高めると同時に、サービス開発のリスクを低減させる、極めて合理的なアプローチであ

る。 

さらに、クライアント向けサービスが「AIMX ユニット」と「AI トランスフォーメー



ションユニット」という二つの異なるレベルで提供されている点も、戦略的な深みを示

している 4。AIMX ユニットは、従来の主要顧客である CMO（最高マーケティング責任

者）に対し、マーケティング領域の高度化・効率化という具体的な価値を提供する。一

方で、AI トランスフォーメーションユニットは、CEO（最高経営責任者）や CDO（最

高デジタル責任者）といった経営層に対し、人事や営業を含む事業全体の変革という、

より上流かつ広範なコンサルティングを提供する。この二段構えにより、電通は既存の

顧客基盤との関係を深化させつつ、より高収益な経営レベルの戦略パートナーへと、そ

の立ち位置を進化させるための複数の扉を用意しているのである。 

 

第 3 章 AI 兵器庫の至宝：「People Model 」と「統合マーケティン

グ AI エージェント」の解剖 

 

「dentsu J apan AI センター」の競争力の源泉は、単なる人材の集約だけではない。そ

の中核には、他社が容易に模倣できない二つの戦略的資産、「People  Mode l」と「統

合マーケティング AI エージェント」が存在する。これらは単なるツールではなく、電

通の未来のビジネスモデルそのものを規定する「クラウンジュエル（王冠の宝石）」で

ある。 

 

「People Model 」：1 億人ペルソナの神託 

 

「People  Mode l」は、電通が長年にわたり独自に蓄積してきた 15 万人規模の大規模調

査データ「PDM Tunes」を、最新の大規模言語モデル（LLM）でファインチューニン

グすることにより、1 億人規模の高解像度なペルソナ群を仮想空間に再現する AI モデ

ルである 20。 

その能力は、従来の市場調査の常識を覆す。時間やコストの制約なく、無数の「AI ペ
ルソナ」に対して仮想的なインタビューやアンケート調査を実施できる 21。これによ

り、新商品のコンセプトや広告クリエイティブに対する市場の反応を、実際に世に出す

前に高速でシミュレーションすることが可能となる 23。ゴルフダイジェスト・オンライ

ン社との試用事例では、ユーザーの AI ツイン（分身）を生成し、対話形式でインサイ

トを抽出する試みが行われている 25。 



この技術の戦略的価値は、電通が築き上げてきた「データという堀」にある。汎用的な

LLM 技術と、数十年にわたる独自の生活者データを掛け合わせることで、競合他社に

は再現不可能な独自の分析・予測資産を生み出している。これにより、電通は単なる

「過去のデータ分析」から「未来の市場シミュレーション」へと、その価値提供の次元

を引き上げようとしている。これは、生成 AI によって市場調査がコモディティ化する

未来を見据えた、極めて戦略的な防衛策であり、同時に強力な攻撃手段でもある。 

 

「統合マーケティング AI エージェント」：AI オーケストラの指揮者 

 

「統合マーケティング AI エージェント」は、乱立する AI アプリケーション群を統

合・連携させ、マーケティングの全プロセスを横断的に支援する「司令塔」として構想

されている 2。コピーライティングを支援する「AICO2」や、各種施策を支援する

「∞AI（ムゲンエーアイ）」シリーズといった専門的な AI ツール群を、一つの対話型

インターフェースのもとで協調動作させることを目指す 6。 

その野心は、AI ツールの「断片化」という課題の解決にある。マーケターが目的ごと

に複数の AI ツールを使い分ける煩雑さから解放し、プランニングから実行、分析、改

善までの一連のサイクルを、一人の「AI エージェント」との対話を通じてシームレス

に実行できる世界の実現を目指している 27。 

このエージェントの真の戦略的価値は、電通のビジネスモデルを根底から変える可能性

にある。このエージェントを自社利用に留めず、クライアント企業にも直接提供する計

画が明言されているからだ 5。これは、従来の「人」の時間に依存したサービス業か

ら、拡張性の高いプラットフォーム/SaaS（Software  as a  Se rvice）事業への転換を意

味する。成功すれば、時間単価に縛られない、スケーラブルな継続的収益源を確立する

ことができる。これは、AI 時代のマーケティングにおける「Adobe  Experience  
Cloud」や「Salesforce」のような基盤的プラットフォームを自ら構築しようとする、

壮大なプラットフォーム戦略に他ならない。 

 

第 4 章 競争の舞台：電通の AI 戦略と業界巨人の対峙 

 

電通の野心的な一手は、真空地帯で打たれたわけではない。その戦略の真価を問うに



は、国内最大のライバルである博報堂 DY グループ、そしてグローバルで AI トランス

フォーメーション市場を牽引するアクセンチュアとの比較分析が不可欠である。 

 

比較項目 国内電通グループ 博報堂 DY グループ アクセンチュア 

中核となる AI 哲学 AI For Growth ：効

率・スピード・成果

を重視する実利的ア

プローチ。AI による

事業成長を最優先 7。 

Human - Centered AI 
(HCAI) ：人間の創造

性の拡張と「共創」

を重視。AI はあくま

で人間を支援する存

在 28。 

Industry - Specific 
Transformation ：業

界特化型の AI エージ

ェントによる業務プ

ロセスの変革と価値

創出 30。 

組織構造 dentsu Japan AI セ

ンター：約 1,0 0 0 人

規模の強力な中央集

権型 CoE。開発と実

装を一体で推進 1。 

Human - Centered AI 
Institute (HCAI) ：研

究開発と理念策定に

重点を置くシンクタ

ンク的組織。AI 活用

の指針を提示 28。 

AI Refinery ：業界特

化型ソリューション

を迅速に展開するた

めのプラットフォー

ム。パートナーシッ

プを重視 31。 

主要な独自資産 People Model ：1 億

人規模の AI ペルソナ

による定量的市場シ

ミュレーション・エ

ンジン 21。 

バーチャル生活者：

生活者ペルソナとの

対話を通じ、クリエ

イターに質的インサ

イトを提供する対話

ツール 28。 

Adobe Firefly 
Custom Models
等：主要テクノロジ

ーパートナーとの連

携による業界特化型

カスタム AI モデル 
33。 

市場へのアプローチ 統合コンサルティン

グと SaaS/DaaS のハ

イブリッドモデル。

自社開発資産を外部

提供 18。 

生活者と企業の「共

創」を支援するエー

ジェント開発。クリ

エイティブプロセス

への AI 統合を推進 
28。 

グローバルな C スイ

ートへのアクセス

と、業界ごとの課題

解決に特化したソリ

ューションの提供 
30。 

 

電通 vs 博報堂 DY ホールディングス：理念の衝突 

 

電通と博報堂 DY グループの AI 戦略は、その根底にある哲学からして対照的である。

電通の「AI For Growth」がビジネス成果を最大化するための「成長エンジン」として



AI を捉えるのに対し、博報 odo の「人間中心の AI（HCAI）」は、人間の創造性を刺

激し、より良い社会を築くための「共創パートナー」として AI を位置づける 9。 

この理念の違いは、彼らのフラッグシップ資産に明確に表れている。電通の「People  
Mode l」が市場をシミュレーションし、最適解を導き出す「神託（オラクル）」である

とすれば、博報堂の「バーチャル生活者」は、クリエイターとの対話を通じて新たな着

想を与える「霊感（ミューズ）」である 21。前者は定量的な予測能力を、後者は定性的

な洞察力を提供することに主眼を置いている。 

この結果、日本の広告市場は、AI 活用において二つの大きな思想的潮流に分かれつつ

ある。クライアントは今後、「最適化と成長」を追求する電通と、「創造性と共感」を

追求する博報堂という、明確に異なる価値提案の中からパートナーを選択することにな

るだろう。 

 

グローバルコンサルティングファーム（アクセンチュア）との比較 

 

電通の真の挑戦は、国内のライバルに留まらない。彼らが目指す高付加価値な AI トラ

ンスフォーメーション市場は、アクセンチュアのようなグローバルコンサルティングフ

ァームが既に確固たる地位を築いている領域である。 

両者は共に企業の AI による事業変革を目指すが、そのアプローチは異なる。電通が

「People  Mode l」のような自社独自のデータ・AI 資産の構築に注力するのに対し、ア

クセンチュアは Adobe、Google、Salesforce といった巨大テックプラットフォームと

の強固なパートナーシップを基盤に、業界特化型のソリューションを迅速に展開する戦

略をとる 30。 

電通の「AI トランスフォーメーションユニット」は、アクセンチュアが長年培ってき

た C スイートとの関係性や、大規模な基幹システム導入のノウハウといった牙城に挑

むことになる 4。電通はマーケティング領域における深い知見を武器にしているが、エ

ンタープライズ全体の変革においては、アクセンチュアが持つグローバルな規模、実

績、そしてテクノロジーエコシステムにおける影響力は、極めて手強い壁となる。電通

が事業領域を上流へと拡大すればするほど、競争相手は博報堂からアクセンチュアへと

シフトしていく。この新たな戦場でいかに価値を発揮できるかが、AI センターの成否

を左右する最大の鍵となるだろう。 



 

第 5 章 試練の道のり：ガバナンス、倫理、そして潜在的課題 

 

「dentsu J apan AI センター」の壮大なビジョンを実現する道のりは、平坦ではない。

技術的な挑戦に加え、倫理、法務、組織文化といった複雑な課題が待ち受けている。こ

れらのリスクをいかに乗り越えるかが、戦略の成否を分ける。 

 

ガバナンス体制：「dentsu Japan AI ガバナンスコミッティ」 

 

AI センターという強力な「エンジン」の暴走を防ぐため、電通は「dentsu J apan AI
ガバナンスコミッティ」という「ブレーキ」役を設置している 6。この委員会は、AI の
利用に関するグループ全体のルールを策定・管理し、AI センターが推進するイノベー

ションが、倫理的・法的に適切な範囲で行われることを保証する役割を担う。 

電通グループが公開している「AI 原則」では、以下の 3 点が重視されている 35。 

1. 説明責任と透明性：顧客や最終消費者に対して AI の判断プロセスを可能な限り説

明し、人間の適切な監督下に置く。生成 AI の利用については、顧客にその旨を透

明性をもって開示する。 
2. 公正さ：AI のアルゴリズムやデータセットが、社会に存在する不公平なバイアス

を助長・強化しないよう努める。 
3. プライバシー：設計段階からプライバシーを考慮し、データ主体の権利を尊重す

る。匿名化・仮名化されたデータの利用を優先する。 

これらの原則は、社内の具体的なガイドラインにも落とし込まれており、機密情報や個

人情報の外部 AI サービスへの入力を禁止したり、AI 生成物を社外に提供する際は必ず

顧客の合意を得ることを義務付けたりしている 26。 

このような厳格なガバナンス体制は、単なるコンプライアンス遵守のためだけではな

い。ディープフェイクや AI による差別、著作権問題への社会的な懸念が高まる中、

「信頼できる AI」を安全に提供できる能力そのものが、企業の競争優位性となる。特

にリスクに敏感な大手企業クライアントを獲得するためには、堅牢なガバナンス体制の

構築は、技術力と同等、あるいはそれ以上に重要な戦略的資産となる。 



 

著作権という難問：業界共通の課題 

 

生成 AI を取り巻く最大の法的リスクの一つが著作権である。AI が生成したコンテンツ

の著作権は誰に帰属するのか、著作権で保護されたデータを学習した AI の生成物はど

こまで許容されるのか、といった論点は法的に未整備な部分が多い 37。 

膨大なクリエイティブコンテンツを生成する広告代理店にとって、この問題は事業の根

幹を揺るがしかねない。意図せずして著作権を侵害した場合、自社のみならずクライア

ントにも甚大な被害を及ぼす可能性がある。これに対し、業界では Adobe  Fire fly のよ

うに権利処理済みのデータで学習した AI ツールの利用や、生成物と既存作品との類似

性チェックの徹底、AI 利用の明示といった自衛策が模索されている 39。電通のガイド

ラインが、生成物のそのままの利用を推奨せず、人間の加筆修正による独自性の担保を

求めているのも、このリスクを意識したものである 26。 

 

実行における潜在的リスク 

 

技術や法務以外にも、実行段階での大きなハードルが存在する。 

● 組織文化の統合：5 つの異なる企業文化を持つ約 1,000 名の専門家を一つの組織

として融合させ、シナジーを生み出すことは、極めて難易度の高い組織マネジメン

ト上の挑戦である 3。 
● 人材獲得競争：高度な AI 人材は世界的に希少であり、その獲得競争は熾烈を極め

る。電通は、国内のライバルだけでなく、GAFAM に代表されるグローバルテック

企業やスタートアップとも、優秀な人材を奪い合うことになる。 
● 「ブラックボックス」問題：AI モデル、特に深層学習を用いたモデルの判断根拠

を完全に説明することは困難な場合が多い。これは、AI による提案の妥当性をク

ライアントに納得させたり、規制の厳しい業界でソリューションを展開したりする

際の大きな障壁となり得る。 

これらの課題は、AI センターの成功が、アルゴリズムの優劣以上に、「人」という要

素に大きく依存することを示唆している。異質なチームをまとめ上げ、イノベーション

を促進する統一された文化を醸成し、世界的な人材獲得競争に打ち勝つこと。これら人



間系の課題への対応こそが、技術的な優位性を確立する上での、真の決定要因となるだ

ろう。 

 

第 6 章 戦略的展望と提言：AI ネイティブ・リーダーへの道筋 

 

「dentsu J apan AI センター」の設立は、AI 時代における企業の生存と飛躍を賭け

た、野心的かつ不可避な戦略的転換である。これは、伝統的な広告代理店から、テクノ

ロジーを核とするマーケティングおよび事業変革のリーダーへと自らを再定義するため

の、ハイリスク・ハイリターンな挑戦と言える。成功は約束されていないが、何もしな

いことは、確実に陳腐化への道を意味する。 

 

電通にとっての主要な機会 

 

この大胆な賭けが成功した場合、電通は 3 つの大きな果実を手にすることができる。 

1. 新たな収益源の創出：「統合マーケティング AI エージェント」や「People 
Model」を SaaS/DaaS（Data as a Service）として外部に提供することで、労働集

約型モデルから脱却し、拡張性の高い継続的な収益源を確立できる可能性がある。 
2. ビジネスの上流への進出：二つのトランスフォーメーションユニットは、電通が

プロジェクトベースの広告制作業務から、より高収益で長期的な関係を築ける C
スイートレベルの戦略的パートナーシップへと移行するための強力な足がかりとな

る。 
3. 模倣困難な競争優位性の構築：独自のデータ資産（People Model）、統合された

技術基盤（AI エージェント）、そして集約された専門家集団（1,000 名体制の AI
センター）の三位一体は、競合他社が短期間で模倣することが極めて困難な、強力

な「堀」を築く。 

 

ステークホルダーへの提言 

 



この地殻変動は、関係する全てのステークホルダーに新たな行動を促す。 

● クライアント企業（CMO/CEO）へ： 
電通の新たな提案を、従来の代理店サービスとしてではなく、テクノロジーと事業

変革のパートナー候補として評価すべきである。特に、彼らのガバナンス体制とデ

ータセキュリティについて、徹底したデューデリジェンス（適正評価手続き）を行

うことが不可欠となる。AI モデルの理論的な能力だけでなく、具体的な投資対効

果（ROI）の実証を求め、AIMX ユニットや AI トランスフォーメーションユニット

とのパイロットプロジェクトを通じて、その実力を慎重に見極めることが推奨され

る。 
● 競合他社（博報堂 DY グループ等）へ： 

競争の前提条件が根本から変わったことを認識する必要がある。AI に対する断片

的なアプローチはもはや通用しない。博報堂の「人間中心」のように、明確に差別

化された哲学をさらに先鋭化させるか、あるいは電通の規模と統合性に匹敵する大

規模な投資を行うかの戦略的決断が迫られる。そして何よりも、AI 人材の獲得と

育成を、最優先の経営課題として位置づけなければならない。 
● 投資家へ： 

「dentsu J apan AI センター」への投資を、同社の未来に向けた重要な長期的設備

投資として評価すべきである。従来の売上高や利益率といった指標に加え、AI エ
ージェントの導入率、SaaS 型収益の成長、そしてトップクラスの AI 人材の獲

得・定着率といった新たな KPI（重要業績評価指標）を注視する必要がある。この

イニシアチブの成否は、脱・伝統的広告代理店の時代における、電通の長期的な成

長ポテンシャルを占う先行指標となるだろう。 
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